
令 和 ３ 年 度
岡山市消費生活センターの取組状況について
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消費生活に係る相談及び苦情に対応するため，消費生活

相談員５名を置き，相談業務を行っている。

●令和３年度相談件数 ４，０４３件 (令和2年度:4,025件）
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①消費生活相談状況



②啓発活動状況 ー１出前講座

【消費生活出前講座】

各地域の集会等に職員を派遣し，悪質商法の手口や相談事例，被害に遭
わないための心得などを説明し，ロールプレイング等の体験を通し，賢い
消費者の育成を図る。
また，エシカル消費や食品表示，洗濯表示，製品表示などといった内容

にも対応し，自発的な消費行動についての情報提供も行う。

●令和３年度の実績

３３回開催，受講者数８３１名

※申し込み後、中止になった団体

のうち１０団体は、主催者の協力

により啓発資料を配布。
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出前講座の様子
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ファジアーノ岡山「岡山市サンクスマッチ」
でのクイズの様子

岡山シーガルズ市民デーでの
ＬＩＮＥ・メールマガジンの登録の様子

事 業 内 容 参加者数

ファジアーノ岡山
「サンクスマッチ」

・消費生活啓発パネルの展示・消費生活に関するアンケート実施
・啓発資材の配布

アンケート
745人

岡山シーガルズ
「岡山市民デー」

・消費生活啓発パネルの展示・消費生活に関するアンケート実施
・啓発資材の配布

アンケート
106人

岡山リベッツ
「岡山市民デー」

・啓発資材の配布（交通安全防犯室の啓発品に同封して配布）
啓発資材配布
250人

トライフープ岡山
「岡山市民デー」

・消費生活に関する啓発資材の配布
・消費生活啓発パネルの展示

啓発資材配布
313人

＜新型コロナウイルスの影響による変更・中止＞

●成人式における新成人向け啓発⇒パンフレットの設置 連携先：地域子育て支援課

●わくわく子どもまつりにおける啓発⇒中止 連携先：地域子育て支援課、教育委員会、・・他

②啓発活動状況 －２関係機関・庁内連携

トライフープ岡山市民デーでの
啓発の様子

【スポーツ振興課との連携】
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▲岡山シーガルズ市民デーでのアンケートの様子

★オンラインを活用した非接触アンケートの実施

②啓発活動状況 －２関係機関・庁内連携 【スポーツ振興課との連携】

ＮＥＷ

▲ファジアーノ岡山サンクスマッチでのアンケートの様子

アンケート画面

アンケート画面

【調査内容（知っていた割合）】
・ファジアーノ岡山イベントでの調査
「クーリング・オフ」：90.1％
「消費者ホットライン１８８」：51.4％
※計808件の回答

・岡山シーガルズイベントでの調査
「エシカル消費」：30.1％
※計106件の回答

新型コロナウイルスの感染防止のた
め、イベント参加者には、タブレッ
トによる入力やＱＲコードをスマー
トフォンで読み込むことで回答して
いただきました。

※ＱＲコードは(株)デンソーウェーブ
の登録商標です



消費者のつどいをはじめとする消費生活に係わる講演会，「メールマガジン消費生活情

報おかやま」、ＬＩＮＥ（平成30年1月から）の配信，65歳以上の高齢者を対象とした悪

質商法撃退シールの配布などによる消費者啓発，イベントの実施による「消費生活セン

ター」の周知・広報等を実施。

②啓発活動状況 －３講演会・その他啓発活動

6LINE案内チラシ

悪質商法撃退シール

消費生活センター紹介チラシ



講演会実績 開 催 日 事 業 内 容 受講人数

消費者のつどい
（エシカル講演会）

10月24日(日)
エシカル消費で見つける“新しい日常”
～買い物で地域と未来を幸せに！～

284人：申込ベース
（市内18公民館）

消費生活講演会 3月3日(木)
賢く省エネ生活！
～家電製品の選び方・使い方～

38人
（内11人オンライン受講）
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②啓発活動状況 －３講演会・その他啓発活動
▼令和３年度実績

Zoomにより、
徳島の講師から
市内公民館へ中継

消費者のつどい（エシカル講演会）

消 費 生 活 講 演 会

現地受講＋Zoom
によるオンライン

受講を実現
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消費生活講演会案内チラシ

その他啓活動発実績 事 業 内 容 及 び 結 果

消費生活展
本庁舎市民ホールにて、消費生活のパネル展示
及び動画放映、啓発グッズ配布（364セット）

メールマガジン
「消費生活情報おかやま」

３０回配信

ＬＩＮＥ公式アカウント
「岡山市消費生活センター」

３０回配信

メールマガジン及びLINEの
新規登録の促進

・メールマガジン：2,317人
⇒前年度－116人

・LINE：1,358人（ターゲットリーチ）
⇒前年度＋175人

悪質商法撃退シール
高齢者向け啓発チラシ

・出前講座(800枚)
・シルバーカード送付時に同封（8,800枚）

メルマガ・ＬＩＮＥ登録ポスター

②啓発活動状況 －３講演会・その他啓発活動
▼令和３年度実績

▼ 消 費 生 活 展 の 様 子

啓 発 グ ッ ズ 全 体 動 画 放 映
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ファジアーノ岡山コラボエコバッグ
（レジ袋有料化をきっかけとする）

※Ｒ２に続き第２弾

消費者ホットライン１８８啓発ベスト

②啓発活動状況 －４契約トラブルやエシカル消費の啓発グッズ作成

ウイルス除去スプレー
（成年年齢引き下げPR）

消費者ホットライン１８８啓発テープのり



それぞれの場の特性に配慮した消費者教育の研修プログラムの構築や,地
域のつなぎ役として主体的に活躍できる,将来講師候補となる人材の育成
を通じ,消費者教育の効果的な推進及び連携強化を図り,社会の消費者力の
向上につなげることを目的に行う。
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③消費者教育担い手育成事業

【事業展開】
－１学校教員向け研修会及び学校を対象とした啓発
－２公民館職員向け研修会
－３市民向け講習会
－４その他の消費者教育事業



【小・中学校関係】

●教育委員会と共催の研修会

研修会名：令和3年度岡山市消費者教育研修会

演題：「ＳＤＧｓと消費者教育」 ～公正で持続可能な消費者市民社会に向けて～

講師：消費者教育支援センター専務理事・主席主任研究員 柿野成美

期間 オンデマンド形式：8月初旬～9月初旬YouTube配信

対象 市内公立小学校・中学校の教職員（129校）

視聴回数：１５７回 アンケート回答者：４９名

１．研修評価について ①大変参考になった 32.6 ％

②参考になった 65.3 ％

③あまり参考にならなかった 2.0 ％

２．活用について ①ぜひ活用しようと思った 22.4 ％

➁できたら活用しようと思う 73.5 ％

③あまり活用できない 4.1 ％

３．研修形態について ➀対面での研修 18.4 ％

②リアルタイムのリモート研修 6.1 ％

③オンデマンド配信 75.5 ％
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③消費者教育担い手育成事業 －１学校教員向け研修会及び
学校を対象とした啓発
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●その他の研修（小教研・中教研への講師派遣）

・小教研、中教研の家庭科部会への研修会の提供・・・・コロナ禍のため開催なし

●広報

・小中の校長会にて消費者教育推進のお願い（研修動画視聴依頼）

・県家庭科部会代表（旭東中学校教諭）への資料提供

●資料提供

・公立中学校（家庭科の先生方）へ資料見本を送付

※Ｒ２年度に小学校・中学校社会科の先生方に資料等を送付している。

・生徒用資料請求のあった学校

【小学校】 南輝小学校他２校 【中学校】 藤田中学校他８校

・消費生活情報おかやま(未成年者版)の提供（年間8枚）

公立小中学校へは、教育委員会経由で全校へ

※高等学校・支援学校においては希望する学校（28校）へ

③消費者教育担い手育成事業 －１学校教員向け研修会及び
学校を対象とした啓発
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【高等学校関係等】

●出前授業

・岡山県立岡山南高校生活創造科・・「若者の消費者被害を防ぐ」啓発動画作成のため

●資料提供

・岡山市立後楽館高等学校 「成人（オトナ）になったらできること」

・岡山南高等学校 「若者の消費者トラブル」 「若者のトラブル事例紹介」

・興陽高校 「未来を変えるエシカル消費」 「悪質業者は若者を・・・」

「SNSをきっかけにした消費者被害・・・・・」

【短大・大学関係】 （成年年齢の引き下げへの対応）

●令和４年度の新入生へ、啓発資料の配布（web資料を含む）
・配布資料
「１８歳からおとな」 「成年（オトナ）になったらできること」
「社会への扉」 「消費者トラブルあれこれ(若者編）」

・提供大学（新入生及び2年生）
岡山大学、岡山商科大学、岡山理科大学、岡山医療専門職大学、環太平洋大学、
山陽学園大学、就実大学、中国学園大学、ノートルダム清心女子大学

③消費者教育担い手育成事業 －１学校教員向け研修会及び
学校を対象とした啓発
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③消費者教育担い手育成事業 －１学校教員向け研修会及び
学校を対象とした啓発

●小学生向け夏休み出前講座

講座名 内容 講師 会場 回数
延べ

参加人数

はかること教室 「はかること（計量）」
の大切さを学ぶ

岡山市消費生活
センター計量担当職員

公民館
小学校

１２回 １８４名

フード・
マイレージ
買い物ゲーム

「フードマイレージ」
「地産地消」について楽
しく学ぶ

(公)みずしま財団
講師

公民館 ５回 ７６名

ふしぎ電気
実験教室

「ソーラーエコランプづ
くり」を通じて電気の大
切さを学ぶ

岡山県地球温暖化防止
活動推進員
土井 伸一郎

公民館 ３回 ３４名

は か る こ と 教 室 フ ー ド マ イ レ ー ジ
買 い 物 ゲ ー ム

ふ し ぎ 電 気
実 験 教 室



【庁内連携による取組】
「教育委員会指導課」 (再掲)

●研修会開催（共催） 岡山市消費者教育研修会（市内小中学校へ案内）
・令和３年度オンデマンド研修 １回（オンデマンドは初）

※再生回数：１５７回 ／ 視聴期間：８月５日～９月５日
・令和２年度は新型コロナウイルスの影響により中止。
・令和元年度までの３年間で参加者は通算で３５８名となっている。

●研修会案内
・独立行政法人国民生活センターの教員対象の講座を紹介 ⇒ 希望者なし

（案内は教育委員会指導課、旅費・受講料の負担は消費生活センター）

「地域子育て支援課」
●資料提供・広報

・中・高生徒指導担当者連絡会：１０月 ／ 啓発資料の配布：１２０部
・青少年育成協議会：１０月
光南台中学校区⇒学区内の小学校２校・中学校１校で配布（約500世帯分）

『18歳までに学ぶ契約の知恵』 『消費者トラブル対処法』

【庁外連携による取組】
「ＮＰＯ法人 消費者ネットおかやま」 (再掲）
●おかやま協働まちづくり賞課題解決ワークショップに参加(2019年度からの継続)

テーマ：成年年齢引き下げに伴う若者の消費者被害を防ぐ
内 容：県立岡山南高等学校の生徒による消費者トラブル防止啓発動画の作成

③消費者教育担い手育成事業 －１学校教員向け研修会及び
学校を対象とした啓発

15
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③消費者教育担い手育成事業 －２公民館職員向け研修会

【公民館職員向け研修会の実施】

≪テーマ≫エシカル消費で見つける“新しい日常”
～買い物で地域と未来を幸せに！～

≪講 師≫四国大学短期大学部
ビジネス・コミュニケーション科
加渡いづみ 教授

≪場 所≫市内参加希望公民館２４館（３７館中）
≪日 時≫５月２２日（日）１０：３０～１２：００
≪対 象≫公民館職員

消費生活センターの研修会で、初めてオンラインを活用したものとなった。公民館振興室の協
力で、当日の進行やウェブ会議システム（Zoom）の操作などスムーズに行うことができた。
なお、本研修会は、新型コロナウイルスによる緊急事態宣言下で、市民向けの講演会ができな

くなったため、急遽公民館向けに行ったもので、市民向けの講演会（10月22日実施）の予行練
習にもなった。
公民館職員は、「エシカル消費」について学んだのはもちろん、新しい講演会の在り方につい

て考えるよい機会になったようであった。
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令和３年度 消費生活マイスター講座基礎コース：参加者２６人（うちオンライン１３名）

回 開講日 講座テーマ・内容 講 師

１ 10月7日(木）
・消費者問題の歴史と消費者行政 …消費者が主役の社会をつくる

・科学的に食生活を考える 何をどれだけ食べる? から表示まで
弁護士 他

２ 10月14日(木）
・消費者を守る法律知識 民法から消費者契約法・特定商取引法まで

・注意して！身近な製品事故 くらしに役立つ製品安全の知識
弁護士 他

３ 10月21日(木）
・これからどうつきあう? 銀行・金融商品・キャッシュレス・暗号資産

・ネット通販等広告表示のルールとチェックポイント
日本広告審査機構 他

４ 10月28日(木)

・消費生活出前講座の体験から学ぶ

・基礎コース修了者への地域活動マッチング支援

・支え合いで地域を守る －安心して暮らせる社会へ－

消費生活センター 他

令和３年度 消費生活マイスター講座レベルアップコース：参加者２１人（うちオンライン４名）

回 開催日 講座テーマ・内容 講 師

１ 11月4日(木)
・これからどうつきあう？with銀行・金融商品

・最近の消費者問題について

～特定商取引法・預託法改正から最新の被害事例まで～

弁護士 他

２ 11月11日(木)

・消費者志向経営について
・消費生活出前講座の実演から学ぶ
・消費生活マイスター登録者への支援について
・支え合いの地域づくりについて

消費者庁 他

【消費生活マイスター講座基礎コース及びレベルアップコース】
≪概 要≫契約トラブルなど消費者問題の解決に必要な知識と

それを周りの人に伝える手法を身に付ける連続講座
≪場 所≫きらめきプラザ（北区南方二丁目）
≪時 間≫１３：００～１６：３０
≪対 象≫マイスター講座 ：市内在住で全４回参加できる人

レベルアップ講座：マイスター講座受講者のうち登録した人
≪運 営≫ＮＰＯ法人消費者ネットおかやま

③消費者教育担い手育成事業 －３市民向け講習会

初めて、会場と
オンラインの

ハイブリッド式の
講演会を実施
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ポ イ ン ト ①
ウェブ会議システムにより、
会場とオンラインの受講に対応

ポ イ ン ト ②
担い手の活動支援について、消費生活センターと
岡山市社協が連携。支援方法について双方から説明した。

③消費者教育担い手育成事業 －３市民向け講習会

▲ 概 要 図

ＮＥＷ ＮＥＷ
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【 成年年齢引き下げに伴う若者の消費者被害を

防ぐための課題解決ワークショップ（2019年度～） 】

●テーマ：成年年齢引き下げに伴う若者の消費者被害を防ぐ

提案者：消費者ネットおかやま（調整：ＥＳＤ・市民協働推進センター）

●参加者：岡山南高校、岡山市消費生活センター

●成 果：若者へのアンケート（岡山南高校生徒３４５名）を経て、

岡山南高校の家庭創造科の「消費生活」を選択した生徒が

消費者被害防止啓発動画を作成（高校の公式YouTubeへアップ🎥）。

③消費者教育担い手育成事業 －４その他の消費者教育事業

🎥消費生活センターでの動画活用

●消費生活センターのメルマガ、ＬＩＮＥ、
ホームページで紹介

●動画放映
・東西連絡通路壁面及び駅南地下道壁面
（Ｒ４年 ２～３月まで）
・地元スポーツチームのイベント
・本庁舎消費生活展にて放映
・希望公民館への動画データ提供
（岡輝公民館が窓口にて放映）

▲消費生活センター
動画紹介ページリンク



➅事業者への指導

食品表示法及び計量法に基づき，消費者の適正な商品選択・適正な計量の実施の確保等を
担保するため，立入検査等を行うとともに，事業者等への指導を行っている。

←店舗での商品量目立入り検査のようす
※表示されている内容量通りに実際に容器に
入っているか、精度の高いはかりで検査する。

【令和３年度実績】

●食品表示法(品質表示部分)に関する立入検査等
・巡回検査 ７戸
・情報提供に基づく立入検査 １戸
※対象：主にスーパーマーケットや食品加工業者

●計量法に関する立入検査等
・商品量目立入検査 ９戸
・特定計量器（非自動はかり）の立入検査 ９戸
※対象：主にスーパーマーケット

20

名　称 豆菓子

原材料名
落花生(国産)、米粉、でん粉、植物油、しょうゆ

(大豆・小麦を含む)、食塩、砂糖、香辛料

添加物
調味料(アミノ酸等)、着色料(カラメル、紅麹、カ

ロチノイド)

内容量 １００ｇ

賞味期限 ２０２０．７．２４

保存方法 直射日光を避け、常温で保存してください。

製造者
〇〇〇食品株式会社

岡山県岡山市□区□町△△番

食 品 表 示 の 例
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成 果 指 標 に 対 す る 取 組 状 況 （ 令 和 ３ 年 度 ）

重点施策 指標項目 評価内容
目標値

Ｈ３０～Ｒ４まで

現状値

Ｈ３０～Ｒ３まで
備考

学校園における消費

者教育の推進

１ 消費生活センター

との連携・協働

授業等を支援した件数

（出前授業や資料の提供）

３０件

（Ｈ３０～Ｒ４）
４６件

Ｈ３０年度 ４件（小２、高２）

Ｒ１年度 ３件（中１、高２）

Ｒ２年度 １５件（小１２、中２、高１）

Ｒ３年度 ２４件（小２、中８、高５、大ほか９）

２ 教職員の指導力の

向上

教職員向け研修会の

開催回数(受講者数)

１０回（６００名）

（Ｈ３０～Ｒ４）
１１回（５０６名）

Ｈ３０年度 ４回（１９０名）

Ｒ１年度 ６回（２６７名）

Ｒ２年度 中止（新型コロナの影響）

Ｒ３年度 １回（４９名：オンデマンド）

高齢者・障害のある

人及びその支援者等

に対する消費者教育

の推進

３ 高齢者等への啓発 出前講座の開催回数
６００回

（Ｈ３０～Ｒ４）
２６４回

Ｈ３０年度 ９６回（３，４４５名）

Ｒ１年度 １０６回（３，５８３名）

Ｒ２年度 ２９回（ ８２２名）

Ｒ３年度 ３３回（ ８３１名）

４ 見守り力の強化

「安全・安心ネットワー

ク」を消費者安全確保地域

協議会に位置づけた団体数

５団体 １団体

Ｈ２８年度１団体(御津五城学区)

※設置に向け、御津学区、

御津南学区と協議中。

５ 担い手の育成
担い手育成講座の開催数

及び担い手登録者数

６０名

（Ｈ３０～Ｒ４累計）
４９名

Ｈ３０年度 １９名

Ｒ１年度 １４名

Ｒ２年度 ６名

Ｒ３年度 １０名

ＥＳＤの取組と関連

する教育との連携

６ 庁内関係課での

取組状況

消費者教育イメージマップ

上の取組状況の割合
100.0％

Ｒ３年度 96.1％

※Ｒ４年度に前年度分調査

Ｒ１年度 91.4％（Ｒ２年度に調査）

Ｒ２年度 100.0％（Ｒ３年度に調査）

Ｒ３年度 96.1％（Ｒ４年度に調査）

効果的な消費者教育

に関する情報の提供

７ 消費生活センター

の認知度

消費生活センターを知って

いる人の割合
85.0％ Ｒ３年度 84.2％ Ｒ１年度 84.5％（市民意識調査：隔年）

Ｒ３年度 84.2％（ 〃 ）

８ 消費者教育に関する

知識・理解

クーリング・オフ制度の

正しい理解の割合
25.0％ Ｒ３年度 26.1％

Ｈ２８年度 15.1％（計画策定時基礎調査）

Ｒ３年度 26.1％（次期計画策定時基礎調査）
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特に若者 成人一般 特に高齢者

様々な気づきの体験を通じて、家族や
身の回りの物事に関心をもち、それを取
り入れる時期

主体的な行動、社会や環境への興味を
通して、消費者としての素地の形成が望
まれる時期

行動の範囲が広がり、権利と責任を理
解し、トラブル解決方法の理解が望まれ
る時期

生涯を見通した生活の管理や計画の重
要性、社会的責任を理解し、主体的な判
断が望まれる時期

生活において自立を進め、消費生活の
スタイルや価値観を確立し自らの行動を
始める時期

精神的、経済的に自立し、消費者市民社
会の構築に、様々な人々と協働し取り組
む時期

周囲の支援を受けつつも人生での豊富
な経験や知識を消費者市民社会構築に
活かす時期

消費が持つ
影響力の理解

0 1 0 0 1 2 2

持続可能な
消費の実践

1 4 2 1 3 4 4

消費者の
参画・協働

1 2 1 1 1 3 3

商品安全の理解と
危険を回避する能力

3 3 3 2 3 5 5

トラブル対応能力 2 2 2 2 3 5 5

トラブル対応能力 2 3 3 3 3 5 4

選択し、契約する
ことへの理解と
考える態度

2 4 4 4 4 4 4

生活を設計・
管理する能力

1 2 2 2 2 3 3

情報収集・処理・
発信能力

1 2 2 3 3 5 4

情報社会のルールや
情報モラルの理解

1 2 2 2 3 3 3

消費生活情報に
対する批判的思考力

1 2 2 2 2 3 2

●令和3年度消費者教育の体系イメージマップによる庁内関係課取組状況一覧
（消費生活センター含む）

【参考】
消費者教育の
体系イメージマップ

幼児期 小学生期 中学生期 高校生期
成人期

消
費
者
市
民
社
会
の
構
築

商
品
等
の
安
全

生
活
の
管
理
と
契
約

情
報
と
メ
デ
ィ
ア

１～２課で取組 ３課で取組 ４課以上で取組
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特
に
若
者

成
人
一
般

特
に
高
齢
者

市
民
協
働
局
市
民

協
働
企
画
総
務
課

環
境
局
環
境
保
全
課

ご
み
ゼ
ロ
啓
発
、
食
品
ロ

ス
削
減
、
環
境
ご
み
ス

ク
ー
ル
等
（
出
前
講
座
）

旬
の
食
材
の
良
さ
を
知
ら

せ
、
進
ん
で
食
べ
る
こ
と

を
促
進

地
産
地
消
の
理
解
普
及
、

地
場
産
物
の
消
費
奨
励

工
作
や
モ
ノ
づ
く
り
を
通

じ
た
環
境
学
習

※
例
：
ソ
ー
ラ
ー
ラ
ン
タ
ン

【
中
止
：
コ
ロ
ナ
影
響
】

親
子
参
加
の
環
境
保
全

活
動
や
講
座

親
子
で
考
え
る

フ
ー
ド
ロ
ス

【
中
止
：
コ
ロ
ナ
影
響
】

消
費
生
活
出
前
講
座

消
費
生
活
出
前
講
座

消
費
生
活
出
前
講
座

Ｗ
Ｓ
：
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

消
費
者
教
育
の
体
系
イ
メ
ー
ジ
マ
ッ
プ
に
よ
る
庁
内
関
係
課
取
組
状
況
（
重
点
領
域
別
）

（
令
和
３
年
度
実
施
分
）

担
当
課

成
人
期

幼
児
期

小
学
生
期

中
学
生
期

高
校
生
期

①
消
費
者
市
民
社
会
の
構
築
に
関
す
る
取
組

消
費
が
持
つ
影
響
力
の
理
解

持
続
可
能
な
消
費
の
実
践

消
費
者
の
参
画
・
協
働

地
域
応
援
人
づ
く
り
講
座

課
題
解
決
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
・
Ｅ
Ｓ
Ｄ

推
進
課

未
来
わ
く
わ
く
S
D
G
ｓ
フ
ェ
ス
タ
　
～
も
っ
と
身
近
に
感
じ
る
S
D
G
ｓ
～
　
【
中
止
：
コ
ロ
ナ
影
響
】

未
来
わ
く
わ
く
S
D
G
ｓ
フ
ェ
ス
タ
　
～
も
っ
と
身
近
に
感
じ
る
S
D
G
ｓ
～
　
【
中
止
：
コ
ロ
ナ
影
響
】

未
来
わ
く
わ
く
S
D
G
ｓ
フ
ェ
ス
タ
　
～
も
っ
と
身
近
に
感
じ
る
S
D
G
ｓ
～
　
【
中
止
：
コ
ロ
ナ
影
響
】

グ
リ
ー
ン
購
入
の
促
進

ご
み
ゼ
ロ
啓
発
、
食
品
ロ
ス
削
減
等
（
出
前
講
座
）

食
器
・
お
も
ち
ゃ
・
子
ど
も
服
・
本
・
苗
の
リ
ユ
ー
ス
コ
ー
ナ
ー
（
W
S
）

ご
み
ゼ
ロ
環
境
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（
W
S
）
【
中
止
：
コ
ロ
ナ
影
響
】

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
子
ど
も
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
（
W
S
）
【
中
止
：
コ
ロ
ナ
影
響
】

お
も
ち
ゃ
の
病
院
（
W
S
）

環
境
講
座
～
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
、
海
ご
み
、
環
境
へ
の
影
響
に
つ
い
て
、
太
陽
光

あ
れ
こ
れ
等
（
講
義
・
W
S
）

・
食
品
ロ
ス
と
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
活
動
（
講
義
・
W
S
）

・
食
品
ロ
ス
削
減
の
た
め
の
調
理
実
習
（
講
義
・
W
S
）

環
境
局
環
境
事
業
課

教
育
委
員
会
事
務
局

保
健
体
育
課

消
費
生
活
研
究
協
議
会
と
の
連
携

消
費
生
活
研
究
協
議
会
と
の
連
携

消
費
生
活
に
関
す
る
講
演
会

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

消
費
生
活
研
究
協
議
会
と
の
連
携

教
育
委
員
会
事
務
局

公
民
館
振
興
室

消
費
生
活
に
関
す
る
講
演
会

消
費
生
活
に
関
す
る
講
演
会

ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
、
生
ご
み
減
量
に
関
す
る
講

座
（
W
S
）

エ
コ
ラ
イ
フ
・
エ
シ
カ
ル
消
費
に
関
す
る
講
座
（
講
義
・
W
S
）

食
品
ロ
ス
削
減
や
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
活
動

（
講
義
・
W
S
）

N
P
O
等
と
連
携
し
た
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
の
実
施
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特
に
若
者

成
人
一
般

特
に
高
齢
者

交
通
安
全
教
室
の
開
催

成
年
後
見
制
度
利
用
支

援

・
わ
く
わ
く
子
ど
も
ま
つ

り
で
食
の
安
全
に
関
す
る

パ
ネ
ル
、
ク
イ
ズ
＆
体
験

コ
ー
ナ
ー
の
ブ
ー
ス
出
展

【
中
止
：
コ
ロ
ナ
影
響
】

・
夏
休
み
食
品
工
場
見
学

ツ
ア
ー

・
夏
休
み
親
子
市
場
勉
強

会【
中
止
：
コ
ロ
ナ
影
響
】

※
上
記
い
ず
れ
も

・
夏
休
み
食
品
工
場
見
学

ツ
ア
ー

・
夏
休
み
親
子
市
場
勉
強

会【
中
止
：
コ
ロ
ナ
影
響
】

・
３
歳
児
検
診
に
お
け
る

食
中
毒
予
防
チ
ラ
シ
配
布

消
費
者
月
間
に
お
け
る
関

係
図
書
の
展
示
（
「
安
全
・

安
心
な
社
会
に
」
を
テ
ー

マ
と
し
て
）
【
コ
ロ
ナ
緊
急

事
態
宣
言
の
た
め
の
臨

時
休
館
で
展
示
期
間
が

短
縮
】

消
費
者
月
間
に
お
け
る
関

係
図
書
の
展
示
（
「
安
全
・

安
心
な
社
会
に
」
を
テ
ー

マ
と
し
て
）
）
【
コ
ロ
ナ
緊

急
事
態
宣
言
の
た
め
の

臨
時
休
館
で
展
示
期
間

が
短
縮
】

年
金
に
つ
い
て
（
講
義
）

高
齢
者
の
交
通
安
全
教

室
（
W
S
）

悪
質
商
法
の
被
害
に
遭

わ
な
い
た
め
に
（
講
義
）

降
込
め
詐
欺
の
現
状
と
対

策
（
講
義
）

Ｗ
Ｓ
：
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

教
育
委
員
会
事
務
局

公
民
館
振
興
室

中
学
生
期

高
校
生
期

成
人
期

市
民
生
活
局
生
活
安
全
課

保
健
福
祉
局
福
祉
援
護
課

保
健
福
祉
局
保
健
管
理
課

消
防
局
予
防
課

教
育
委
員
会
事
務
局

中
央
図
書
館

交
通
安
全
教
室
の
開
催

民
生
委
員
・
児
童
委
員
活
動
支
援
、
社
会
福
祉
協
議
会
活
動
支
援

食
中
毒
予
防
啓
発
パ
ネ
ル
展

消
火
器
等
の
悪
質
訪
問
販
売
事
例
、
製
品
の
不
具
合
に
よ
る
出
火
事
例
の
広
報

消
火
器
等
の
悪
質
訪
問
販
売
事
例
、
製
品
の
不
具
合
に
よ
る
出
火
事
例
の
広
報

Ｌ
ＩＮ
Ｅ

消
費
者
教
育
の
体
系
イ
メ
ー
ジ
マ
ッ
プ
に
よ
る
庁
内
関
係
課
取
組
状
況
（
重
点
領
域
別
）

（
令
和
３
年
度
実
施
分
）

担
当
課

幼
児
期

小
学
生
期

②
商
品
等
の
安
全
に
関
す
る
取
組

商
品
安
全
の
理
解
と
危
険
を
回
避
す
る
能
力

ト
ラ
ブ
ル
対
応
能
力

地
域
の
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
対
象
と
し
た

防
犯
講
座
の
開
催

S
N
S
（
岡
山
市
公
式
F
a
c
e
b
o
o
k
,T
w
itte

r)で
食
中
毒
予
防
に
つ
い
て
情
報
提
供

・
わ
く
わ
く
子
ど
も
ま
つ
り
で
食
の
安
全
に
関
す
る
パ

ネ
ル
、
ク
イ
ズ
＆
体
験
コ
ー
ナ
ー
の
ブ
ー
ス
出
展

【
中
止
：
コ
ロ
ナ
影
響
】

消
費
生
活
に
関
す
る
講
演
会

消
費
生
活
に
関
す
る
講
演
会

Ｌ
ＩＮ
Ｅ

資
産
運
用
と
消
費
者
保
護
～
大
人
の
た
め
の
お
金
と

生
活
の
知
恵
～
（
講
義
・
W
S
）

消
費
生
活
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン

消
費
生
活
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン

消
費
生
活
啓
発
チ
ラ
シ

消
費
生
活
啓
発
チ
ラ
シ
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特
に
若
者

成
人
一
般

特
に
高
齢
者

成
年
後
見
制
度
利
用
支

援

保
健
所

健
康
づ
く
り
課

元
気
が
出
る
会
で
の
、
悪

質
商
法
、
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ

フ
な
ど
の
情
報
提
供
【
中

止
：
コ
ロ
ナ
影
響
】

教
育
委
員
会
事
務
局

中
央
図
書
館

消
費
者
月
間
に
お
け
る
関

係
図
書
の
展
示
（
「
安
全
・

安
心
な
社
会
に
」
を
テ
ー

マ
と
し
て
）

成
年
後
見
制
度
利
用
支

援
に
つ
い
て
（
講
義
）

知
っ
て
役
立
つ
医
療
福
祉

制
度
（
講
義
）

シ
ル
バ
ー
世
代
の
生
活
設

計
（
講
義
・
W
S
）

最
近
の
終
活
事
情
　
葬

儀
・
お
墓
、
相
続
、
遺
言

（
講
義
・
W
S
）

Ｗ
Ｓ
：
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

消
費
者
教
育
の
体
系
イ
メ
ー
ジ
マ
ッ
プ
に
よ
る
庁
内
関
係
課
取
組
状
況
（
重
点
領
域
別
）

（
令
和
３
年
度
実
施
分
）

担
当
課

幼
児
期

小
学
生
期

中
学
生
期

消
火
器
等
の
悪
質
訪
問
販
売
事
例
、
製
品
の
不
具
合
に
よ
る
出
火
事
例
の
広
報

教
育
委
員
会
事
務
局

公
民
館
振
興
室

消
防
局
予
防
課

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

Ｌ
ＩＮ
Ｅ

消
火
器
等
の
悪
質
訪
問
販
売
事
例
、
製
品
の
不
具
合
に
よ
る
出
火
事
例
の
広
報

③
生
活
の
管
理
と
契
約
に
関
す
る
取
組

ト
ラ
ブ
ル
対
応
能
力

選
択
し
、
契
約
す
る
こ
と
へ
の
理
解
と
考
え
る
態
度

生
活
を
設
計
・
管
理
す
る
能
力

保
健
福
祉
局

福
祉
援
護
課

民
生
委
員
・
児
童
委
員
活
動
支
援
、
社
会
福
祉
協
議
会
活
動
支
援

民
生
委
員
・
児
童
委
員
活
動
支
援
、
社
会
福
祉
協
議
会
活
動
支
援

民
生
委
員
・
児
童
委
員
活
動
支
援
、
社
会
福
祉
協
議
会
活
動
支
援

高
校
生
期

成
人
期

消
費
生
活
出
前
講
座

消
費
生
活
啓
発
チ
ラ
シ

消
費
生
活
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン

消
費
生
活
に
関
す
る
講
演
会

消
費
生
活
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン

消
費
生
活
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン

消
費
生
活
啓
発
チ
ラ
シ

消
費
生
活
出
前
講
座

消
費
生
活
に
関
す
る
講
演
会

Ｌ
ＩＮ
Ｅ

エ
シ
カ
ル
消
費
・
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
の
講
座
（
講
義
・
W
S
）

介
護
保
険
で
利
用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
と
目
的
に
適
し

た
福
祉
施
設
の
選
び
方
（
講
義
・
W
S
）

賢
い
お
金
の
使
い
方
・
残
し
方
（
講
義
・
W
S
）

Ｌ
ＩＮ
Ｅ

消
費
生
活
出
前
講
座

消
費
生
活
啓
発
チ
ラ
シ

消
費
生
活
に
関
す
る
講
演
会
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特
に
若
者

成
人
一
般

特
に
高
齢
者

危
機
管
理
室

「
軽
い
塩
加
減
（
減
塩
）
な

の
に
お
い
し
い
」
＝
「
か
る

う
ま
減
塩
」
の
普
及
啓
発

栄
養
教
室
で
の
食
品
表

示
に
関
す
る
知
識
の
普
及

啓
発

Ｗ
Ｓ
：
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

教
育
委
員
会
事
務
局

公
民
館
振
興
室

中
学
生
期

④
情
報
と
メ
デ
ィ
ア
に
関
す
る
取
組

情
報
収
集
・
処
理
・
発
信
能
力

情
報
社
会
の
ル
ー
ル
や
情
報
モ
ラ
ル
の
理
解

消
費
生
活
情
報
に
対
す
る
批
判
的
思
考
力

市
長
公
室

広
報
広
聴
課

高
校
生
期

成
人
期

担
当
課

幼
児
期

小
学
生
期

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

消
費
生
活
出
前
講
座

消
費
生
活
啓
発
チ
ラ
シ

Ｌ
ＩＮ
Ｅ

Ｌ
ＩＮ
Ｅ

Ｌ
ＩＮ
Ｅ

消
費
生
活
に
関
す
る
講
演
会

消
費
生
活
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン

消
費
生
活
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン

消
費
生
活
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン

消
費
者
教
育
の
体
系
イ
メ
ー
ジ
マ
ッ
プ
に
よ
る
庁
内
関
係
課
取
組
状
況
（
重
点
領
域
別
）

（
令
和
３
年
度
実
施
分
）

消
費
生
活
啓
発
チ
ラ
シ

消
費
生
活
啓
発
チ
ラ
シ

消
費
生
活
に
関
す
る
講
演
会

消
費
生
活
に
関
す
る
講
演
会

保
健
所

健
康
づ
く
り
課

防
災
訓
練
（
出
前
講
座
）
、
防
災
ま
ち
づ
く
り
学
校
（
Ｒ
３
は
廃
止
）

各
種
広
報
ツ
ー
ル
（
広
報
紙
・
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）
を
活
用
し
た
普
及
・
啓
発

各
種
広
報
ツ
ー
ル
（
広
報
紙
・
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）
を
活
用
し
た
普
及
・
啓
発

各
種
広
報
ツ
ー
ル
（
広
報
紙
・
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）
を
活
用
し
た
普
及
・
啓
発

消
費
生
活
出
前
講
座

消
費
生
活
出
前
講
座

時
事
解
説
（
講
義
・
W
S
）

Z
o
o
m
,Y
o
u
T
u
b
e
,S
N
S
に
つ
い
て
（
講
義
・
W
S
）

ス
マ
ホ
の
使
い
方
、
電
子
決
済
に
つ
い
て
（
講
義
・

W
S
）

岡
山
市
の
ご
み
処
理
の
現
状
に
つ
い
て
（
講
義
・
W
S
）


